
加古川スマートシティ事業（かこがわICTまちづくり協議会）（加古川市）

国内有数の安全・安⼼ICTインフラを活⽤した、きめ細やかなIoTサービスを提供し、
市⺠のQOLや利便性の向上、都市機能の強化や都市課題の解決、デジタル⾏政
の実現を⽬指す。

●軽減した犯罪被害額 (仮試算値:5,500万円/5年)
●軽減した交通事故被害額 (仮試算値:10億円/5年)

など

⽬標

取組
概要

体制

将来像

スケジュール

①⾒守りカメラをはじめとする多様なIoTデバイスの配備
②統合データプラットフォームを活⽤したデータ流通
③⼦育て・⾼齢者・防災等のスマートサービスの展開

ICTを活⽤しつつ市⺠⽣活の質を⾼め、市⺠満⾜度の向上を図りながら、市のさまざまな課題につい
て、テクノロジーをその⼿段とし、市⺠のみなさんと解決する「市⺠中⼼の課題解決型スマートシティ」

夢と希望を描き 幸せを実感できるまち 加古川

事業主体︓かこがわICTまちづくり協議会
【代表】 株式会社 ⽇建設計総合研究所（NSRI）

⽇本電気株式会社（NEC）

関⻄電⼒株式会社（KEPCO）

株式会社フューチャーリンクネットワーク(FLN)

株式会社Condisense（コンディセンス）

株式会社⽇建設計シビル（NSC）

綜合警備保障株式会社（ALSOK）

加古川市

アセット層
IoTデバイス等

プラットフォーム層
FIWARE等

サービス層
データ利活⽤アプリ等

⾒守りタグ保持

●⾒守りサービス

●⾼齢者の健康増進

●ICTを活⽤した保育 ●ダッシュボードや
アプリによる情報の
⼀元化・可視化、
APIの提供

●国とのシステム
連携等による災害
情報伝達の⾼度化

アンクルバンド

環境センサー 浸⽔センサー

カメラ

実装予定
実装済 2022年 2023年 2024年以降

・かこがわアプリ
・⾒守りサービス
(複数事業者)
・⾒守りカメラ
・⾏政情報ダッシュボード
・データプラットフォーム
・地域ポイント

・保育⼠等の働き⽅改⾰、
業務負荷の改善、
快適な保育環境の提供
・国の浸⽔把握技術実証
との連携
・データプラットフォームの
広域連携

・広域⾒守り検知アプリ
・電動アシスト⾃転⾞による⾒守り
・災害情報伝達⼿段等の⾼度化
・遠隔での健康増進サービス
・⾼齢者認知症の早期発⾒
・⼈流センシングデータと3D都市モ
デルを活⽤した都市モニタリング

・ラストワンマイルの移
動サービス
・左記各種サービスの
広域展開


